
第三章　満州開拓、また占領区からの引き揚げ者数と地区名

満州開拓　（1945年昭和 20年 8月）
敗戦時 102,239 戸、220,968 人の開拓者の内、満州東北で死亡した数 46,000 名、シベリア等ソ連抑留者
34,000名、行方不明36,000名で、無事日本に引き揚げる事の出来た人は半数の110,000名にしか過ぎない。
　　
そして当時一般巷間に伝えられたその教訓は

１）	 領土拡張のための海外移住はやるな。

２）	 現住民の利権を侵す海外移住はやるな。

３）	 国家権力による強制的な海外移住はやるな。

４）	 短兵急な海外移住はやるな。

峻厳な事実を残したものであった。（「海外移住事業団 10年史」18ページ）

第２次世界大戦終焉後、占領区から引き揚げ者、復員軍人を人数と占領区別に記載。
昭和 20年～ 44年（1945～ 1969年）　ソ連 472,939 人、千島、樺太 293,478 人、満州 1,045,527
人、大連 225,955 人、中国 1,534,863 人、香港 19,347 人、北鮮 322,585 人、韓国 596,934 人、台湾
479,544人、本土隣接諸島62,389人、琉球69,416人、蘭領東インド15,593人、仏領インド支那32,303人、
太平洋諸島 130,967 人、比島 133,122 人、東南アジア 711,506 人、ハワイ 3,659 人、オーストラリア
138,843 人、ニュージランド 797人、総合計人数 6,289,767 名の内 3,107,403 名（49,4％）は軍人、
3,182,364 名（50,6％）は一般引き揚げ者。

終戦時から翌年（昭 20,21 年）81,02％引き揚げ、（昭 22年）743.757 名 11,82％、（昭 23年）303,624
名 4,82％、（昭 24年）97,244 名 1,54％、終戦５年間で 99,2％引き揚げる。
（「海外移住事業団 10年史」19ペ―ジ）


